
《

研
究
ノ

ー
ト
》

ア
メ

リ
カ

に

お
ル
り

る
マ

ス

･

コ

､
､

､

ユ

ニ

ケ

+

シ

ョ

ン

研

究
の

一

考
察

( 77 ) 研 究 ノ
ー ト

-

序

近
年
､

新
聞
､

映
毒
､

ラ

ジ

オ
､

テ

レ

ビ

な
ど

に

よ

る
マ

ス

･

コ

､

､

､

ユ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

が

急
速
な

蔑
達
を

遂
げ
､

今
日
で

は
､

そ

の

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク

が

目
ま

ぐ
る

し

く
〕

父
互

す
る

と
こ

ろ
か

ら
､

マ

ス

･

コ

､

､

､

ニ
ー

ケ
ー

シ

ョ

ン

時
代
の

到
爽
が

指
摘
さ

れ

て

い

る
｡

特
に

最
近
で

は
､

テ
レ

ビ

の

大

量
の

普
及
に

と

も

な
っ

て
､

テ
レ

ビ

革
命
が

潮
覆
し
､

人

類
の

認
識
活
動

が
､

書
物
に

よ
っ

て

｢

精
神
の

火

薬
+

を

準
備
ん

た

時
代
を

質
的
に

造
か

(

1
)

に

超
越
す
る

時
代
に

遭
遇
す
る

こ

と

が

濠
憩
さ
れ

て

い

る

ほ

ど

で

あ

る
｡

こ

の

な
か

に

あ
っ

て
､

マ

ス

･

コ

､
､

､

ユ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

研
究
は
､

ア

メ

リ

カ

を

始
め

と

し
て
､

イ

ギ

リ

ス
ー

フ

ラ
ン

ス
､

ド

イ
ツ
､

日

本
な
ど

の

各
国
に

お
い

て
､

き

わ

め
て

盛
ん

な
も
の

と

な
っ

て

い

る
｡

そ
の

研
究
者

も
､

祀
合
寧
､

祀
合
心

理

学
を

中
心
と

し

な

が

ら
､

政
治
学
､

経
済
学
､

経
営
学
､

教
育
学
な

ど
の

諸
分
野
の

人

達
が

廉
く

参
加
す
る

こ

と
で
､

一

つ

の

濁
立
し

た

学
問
分
野
を

形
づ

く

り
､

ま

た
､

そ
の

研
究

業
績
も
､

そ

れ

を

支
え

る

側
の

多
方

面
に

わ

た
る
､

し
か

も

強
い

要
求
に

照
癒
し
て
､

き
わ

め
て

大
量
で
､

多
彩
な

も
の

と

な
っ

て

い

る
｡

し

か

も
､

E
･

マ

ー

ト
ン

が
､

知
識
社
食
撃
と

比

較
し

な
が

ら
､

マ

ス

･

コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

研
究
の
一

般
的
特
性
と

し
て
､

大
量
な

情
報
の

断
片
の

把
握
､

統
計
的

に

信
頼
度
の

高
い

デ
ー

タ
ー

の

系
統
的
な

蒐
集
､

組
織
的
な

共
同
研
究
な

(

2

)

ど

を

あ
げ

て

い

る

よ

う
に
､

そ
の

研
究
の

構
造
特
性
に

は

き

わ

め

て

特
有

の

も
の

が

あ

る

と

み

ら

れ
て

い

る
｡

わ

れ
わ

れ

は
､

こ

う
し

た
マ

ス

･

コ

､

､

､

ユ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

研
究
の

構
造

を
､

そ
れ

を

支
え

る

問
題
意

識
と

研
究
構
造
の

史
的
展
開
の

な

か

で

新
し

く

把
握
し
ょ

う
と

す
る
｡

こ

の

小

論
で

は
､

そ

れ

を
い

わ

ば

ス

ケ
プ

チ

風

に

今
日
､

研
究
が

最
も

清
澄

て

最
も

豊
富
な
そ

の

業
績
を

も
つ

ア

メ

リ

カ

に

お
い

て

試
み
､

さ

ら
に

そ

れ

を

日

本
の

社

食
の

な
か

で

も
つ

意
義
と

方
向
に

お
い

て

検
討
す
る

こ

と

に

し

た
｡

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

一

倍
､

マ

ス

･

コ

､

､

､

ユ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

に

関
す
る

研
究
が

驚
異
的
に

さ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

か

ん

に

行
わ

れ

て

い

る

反
面
､

マ

ス

･

コ

ミ

ュ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

研
究
自
慢

(

3
)

に

関
す
る

系
統
的
､

歴
史
的
な

研
究
が

ほ

と

ん

ど

み

ら

れ
て

い

な
い

の

が

現
状
で

あ

る
｡

わ

れ

わ

れ
は

こ

れ

を
こ

の

分
野
の

研
究
者
の

方
法
的
オ

プ

テ
ィ

､
､

､

ズ

ム

と
い

う
よ

り

む

し

ろ

方
法
的
無
反
省
を

意
味
す
る

も
の

で

は

な

い

か

と

考
え

る
｡

そ

れ
に

つ

け
て

も
､

ア

メ

リ

カ

と

ま

さ

に

異
っ

た

社

食
的
土

墓
に

立
つ

日

本
に

お
い

て

は
､

こ

う
し

た
マ

ス

･

コ

､

､

､

ユ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

研
究
の

研
究
こ

そ

緊
急
の

課
題
で

あ

る

と

痛
感
す
る

の

で

あ

る
｡

(

1
)

U
P

く

岩

村
岩

.

∽

2
p

n
い

せ
0
0

粁
の

ー
G
仁

ロ

p
O

弓
P
①

→

O
f

t

F
e

巳
訂
d

-
F

｡

A
t

-

P

ロ
t

小

○

呂
○

已
E
¥

-

､

U
e

O

e

2

訂
→

-

況
N
-

p

.

-

N

山
.

一7

(

2
)

声
○

訂
ユ

呂
e

ユ
○

臼
…

S
O

已
巴

→

訂
O

d
l

早
口

包

S
0

2 .

巴

S
t

コ
ー

?

ガ

き

臣
ノヒ
㌢
淡

む
約
I㌢
1

.＼
㌢

ナ

〕

P

.よ
シ
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て■キ
ー

l
t‾/ ニ エ ア

･
r
√ -'†■∵ こ

t

亡
→
e
､

-

¢

い

γ

匂

ワ

£
〕

⊆

畠
山
.

(

3
)

ご

く

僅
か

に

次
の

よ

う

な
も

の

が

み

ら

れ

る

に

す

ぎ

な
い

｡

H
O

ユ
p

ロ

d
}

C
.

H

∴

出
持
e

O
t

∽

○

巾

t

F
e

巳
a

訟

C
O

日
日
仁

口

訂
巳
-

○

ロ

ど
｡

仁
平
口

旨
0
0

打

○
叫

S
0

2 .

巴

対
仏

苫
F
O
-

O

g

さ
､

〉

｢

F
d
N

叫

(

e

d

.)
､

-

り
h

や
S
O

F

岩
ヨ
2
-

S

6.
訂
H
什

紆

吋
e
t

①

詔
○

ロ
い

句
○

≡
･

→
F
e

O

ユ
e

払

○
巾

叶

F
e

勺

蒜
∽
班
-

-

巴
γ

S
O

F

岩
日
日
､

】

司
∴

河
e

名
○

ロ

巴
E
亡
t
i

e

∽

訂

呂
p
∽
∽

C
O

日
m
仁

2 .

.

C

P
t

ど
ゴ
ー

ー

¢

h

Y

内
-

m

石
竹
e

り
〉

ナ
い

W
F

巳
ノ

司
e

河
口
○

宅

A
♂
O
+

巨

t

F
e

E
持
e

注
①

O
f

呂
監
∽

C
0

2
日
仁

2.
g
こ
○

ロ
…

→
F
e

官
許
打

○
巾

H

ど

胃
-

セ
ロ

b
.

〇

耳

の
仁
p
‖

早

く
○
-
.

N
-

+
諾
00
.

p
p
.

£
山

-
ミ
ヤ

二

史
的
展
開

(

1
)

開
始

マ

ス

･

コ

､

､

＼

ユ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

と
い

う

概
念
の

成
立

と

共
に
､

そ

の

研
究
の

本
格
的
な

確
立
が

み

ら
れ

た
の

は
､

一
九

四

五

年
前

後
の

時
期
に

屈
す
る

が
､

新
聞
､

映
蓋
､

ラ

ジ

オ

な

ど
の

個
々

の

メ

デ

ィ

ア

の

研
究
は
､

す
で

に
一

九
世
紀
末
か

ら
二

〇
世
紀
初

頭
に

か

け
て

開
始

さ

れ

て

い

た
の

で

あ
っ

た
｡

そ

の

初
期
の

も

の

と

み

ら

れ

る
の

は
､

新
聞

(

1
)

の

内
容

分
析
を

試
み
た
､

一

八

九
三

年
の

J
･

G
･

ス

ピ

ー

ド
､

一

九

〇

(

2
)

○

年
の

D
･

F
･

ウ
イ

ル

コ

ッ

ク

ス

な

ど

で

あ

ろ

う
｡

l
･

G
･

ス

ピ

ー

ド

の

研
究
は
､

こ

う
し

た

種
類
の

研
究
の

ご

く

初
期

の

も
の

で

あ
る

だ

け
に
､

そ

の

方

法
は

び

ど

く

主
観
的
な

も
の

で
､

新
聞

の

記
事
内
容
を

論
説
､

宗
教
､

科

挙
､

政
治
､

文
垂
､

ゴ

シ

ッ

プ
､

ス

キ

ヤ

ン

ダ
ル
､

ス

ポ

ー

ツ
､

小

説
､

歴
史
､

音
楽
･

演
劇
､

犯
罪
､

萎
術
の

項
目
に

分
類
し
た

に

過
ぎ

な
い

も
の

と

み

ら
れ

て

い

る
｡

し

か

し
､

そ
の

研
究
を

支
え

た

も
の

が
､

M
･

M
･

ウ

イ
リ

ィ

が

指

摘
し

て

い

る

よ

う

(

3
)

に
､

常
時
社
食
問
題
に

ま
で

な
っ

て

い

た

商
業
新
聞
の

堕
落
を

賓
讃
す
る

目
的
で

あ
っ

た
こ

と

は

興
味
深
い
｡

ア

メ

リ

カ

の

社
食
鰹
制
が

い

わ

ゆ
る

帝
国
主
義
の

段
階
に

入

り
､

こ

れ
が

W
･

ハ

ー

ス

ト

や

J
･

ビ

ュ

リ
γ

ア

の

イ
エ

ロ

ー
･

ジ

ャ

ー

ナ
リ

ズ

ム

の

競
争
関
係
に

象
徴
さ

れ

る

杜

合
的
な

矛
盾
と

し

て

反
映
さ

れ
､

そ

れ

が

右
の

よ

う
な
マ

ス

･

メ

デ
ィ

ア

の

研
究

を

刺
激
し
､

出
餞
さ

せ

た
と

み

る

こ

と

が

で

き

る

か

ら
で

あ

る
｡

こ

う
し

た

風
潮
の

な

か

か

ら
､

新
聞
の

祀
合
的
影
響
を

論
じ
､

そ

れ

を

批
判
す
る

(

4
)

形
を

と
っ

た

W
･

1
･

シ

ェ

パ

ー

ド

(

一

九

〇

九

-
一

〇

年
)
､

B
･

C
･

(

5
)

マ

シ

ュ

ー

ズ

(

一

九
一

〇

年
)

な
ど

の

諸
研
究
も

現
れ

た
の

で

あ
っ

た
｡

ま

た
､

こ

の

な
か

に

あ
っ

て
､

一

九

〇
九

年
に

E

･

J
･

ク

ー

リ

ィ

が

い

ち

早
く
コ

､

､

､

ユ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

な

る

も
の

の

意

義
に

つ

い

て

論
じ
､

嘗

時
急
速
な

畿
達
を
み

せ

て

い

た
､

電
話
､

銭
造
線
路
､

電
報
､

日

刊
紙
な

ど
の

虞
義
で

の

コ

､
､

､

ユ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

手
段
の

意
義
を

高
く

許
債
し

て

い

(

6
)

た
こ

と
は

注
目
さ

れ

て

い

い
｡

二

〇
年
代
に

入
る

と
､

定
時
放
送
の

開
始
(

二

三

年
)

､

ト

ー

キ

ー

映
蓋

(

7
)

の

出
現
(

二

七

年
)

な

ど

に

よ

り
､

一

段
と

新
し
い

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

時
代
を

迎
え
､

ま

た
マ

ス

･

コ

､

､

､

ユ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

企
業
(

と

く
に

新
聞
企
業
)

に

お
い

て

集
中
と

濁
占
他
の

傾
向
が

現
れ

た
こ

と

で
､

こ

れ

が
一

種
の

刺
激
と

な
っ

て
､

さ

ら
に

新
し

い

数
多
く
の

研
究
が

行
わ

れ
た

の

で

あ

る
｡

次
の

よ

う
な

研
究
は

そ

の

な

か

で

も

代
表
的
な

も
の

と

み

ら

れ

る
｡

J 7 甚
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屈
u
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F
O
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S
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O
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O
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宝
e
∽

-

ロ

→

e
-

P
t
-

○

ロ

t

O

く
e

ロ
e

H
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巴
g

ロ
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¢
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N
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句
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e
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m
2
-
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句
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声
(

2

d

.)
い

く
訂
亡

巴

E
d

与
口

巴
-

○

ロ
〉

-

¢

N

戸

W
亡
】

2

¥
]

芦
]

芦
…

→
F
e

C
O

仁

已
り

七

Z
e

弓
∽

p
m

匂
e

♪

-

¢

N

P

き
1

0
0

d
】

申
､
P

P
n

中

旬

3
e

2
年
ロ
ー

句
.

字
小

岩
O
t

-

○

ロ

勺
-

○

言
岩
i

ロ

t

け
①

C
-

p
∽

賀
0
0

日
-

-

浩
p

右
の

う
ち
､

リ
ッ

プ
マ

ン

の

｢

輿
論
+

は
､

｢

準
環
境
+
､

｢

ス

テ
ロ

タ

イ

プ
+

な

ど
の

新
し

い

概
念
を

道
具
と

し
て
､

痛
烈
な

新
聞
批
判
を

試
み

た

も
の

で

あ
っ

た
｡

三

〇
年
代
に

入
る

と
､

二

九

年
の

恐
慌
以

後
､

ニ

ュ

ー

デ

ィ

ー

ル

政
策

の

髄
制
を

土

董
と
し

て
､

社
食
的
危
機
の

意
識
が
一

般
に

暗
流
す
る
一

方
､

(

8
)

マ

ス

･

メ

デ

ィ

ア

の

分
野
で

は
､

新
聞

資
本
の

放
送
面
へ

の

進
出
と
い

う

新
し
い

傾
向
が

現
れ

て

き

た
｡

こ

の

社

台
的
風
潮
の

な
か

で
､

マ

ス

･

コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

研
究
に

溶
い

て

も
､

一

つ

の

樽
換
期
に

入
り
､

い

わ

ば

下
か

ら
の

マ

ス

･

コ

ミ

ニ
ー

ケ
ー

シ

ョ

ン

批
判
の

形
を

と

る

も
の

と

同

時
に
､

あ
る

い

は

そ

れ

以
上

に

俸
達
の

主
債
の

側
に

立
つ
､

い

わ

ば

上

か

ら
の

組
織
的
な

研
究
が

大
き

く

現
れ
て

き
た

の

で

あ
っ

た
｡

市
場
調
査
の

形
で

商
業
目

的
に
､

輿
論
調
査
､

宣
俸
研
究
な

ど
の

形
で

政
治
目
的
に

直

接
関
係
す
る

諸
研
究
が

目
立
っ

た
の

で

あ
る
｡

こ

の

時
代
の

主
な

研
究
と

し
て

は

次
の

よ

う
な

も

の

が

あ

げ

ら

れ

よ

う
｡

E
弓

訂
r

ロ

打
)

H
.

｢
∴

E

甚
-

○

旨
t

O
→

呵

∽
t

仁

巴
e

∽

旨

岩
d

ど
t

e

O

F

2 .
･

β

岳
∽

F
｡

H
ト
ロ
○

邑
-

○

ロ

O

n

t

F
e

巴
1

㌔

J
O

搾
り

已
ロ
e

H
.

巴
-

A

呂
p
O

J
p
t

O

F
¥

e

P
-

巴
N

.

印
F
目
e

り
､

H
∴

呂
○

ま
e

∽

p

ロ

d

C
O

ロ

a

∈
U

t
-

-

諾
い
.

+

句
-

-

打
e
-

+

司
.

H
∴

A
n

e

対
句
e

ユ
m
e

ロ
t

巳

8
日
勺
P

ユ
払

O

n

O
巾

t

F
e

S

り
e

e

C

F
-

t

訂
→

P

巴
〇
.

P

n

d

t

ビ
e

り

ユ
芦
t

e

む

p

品
e

p
払

廿
り

O
p

苧

g
p

ロ
d

P

d
e

ま
O

e
払
-

A

言
F
-

吋
の

づ
ロ

ビ
O
】
.

〉

Z
〇
.

-

$
-

-

巴
♪

押
○

♂

♂
､

A
∴

C
F

巴
口

甘
仁

→
ロ

巴
訂

ヨ

ど
t

F
e

S

訂
t

け

ロ
e

臣

計
.

出

巴
t

O
→

紆

勺
仁

♂
-

-

∽

F
e

♪

-

已
叫

N

-
.

-

¢

い

や

出
-

e

叫
d
→
}

.

司
.

G
∴

句

言
e
(

ど
m
O
{

t

F
e

勺

岩
設

p

n

d

t

F
e

2
e

弓

ロ
e

巴
.

-

○

己
+

ロ

巴
-

仏

日

の
仁

巴
+

訂
ユ
ゴ

呂
p

岩
F

-

¢

ヒ
T

一

C
㌍
ロ

t

ユ
ー

H
.

平
ロ

d

A
-

-

り
○
]

声

G
.

弓
∴

→
F
e

勺
∽

づ
0

ど
ー

○

粥

Ⅵ

○
叫

声
p

已
○
､

-

諾
汁

W
P
t

岩
ロ
､

甲

S

∴

A

H
-

払
t

O
→

叫

○
巾

宅
e

宅

名
む

匂
e

→

S

叫

n

巴
c

已
e
∽

F
t

訂
亡
n

訂
一

望
巳

卦
-

00

巴
-
-

巴
汁

雪
ト

F

A
ぷ
叫
.

-

巴
P

C
O

日

n
P
O

F
､

P

P
い

H
O

弓
t

O

出

已
-

か

t

F
e

搾

乳
-

O

A
仁

巴
e

日
C

e
-

-

¢
い

00
.

G
a
-
-

仁

p

G
.

H
∴

H

P
S

打
e

a

-

0

0

も
0

0

p
e

O

p
-

①

弓
ビ
a
t

叶

F
①

叫

H

d
p

払

ど

Z
e

弓
仏

p

名
e

l
.

A
P

く
e

ユ
訂
ト

ロ

粥

P
n

d

S
e

≡
ロ

g
-

ヒ
.

2
〇
.

H
.

中

一
£

∴
す
ロ

仁
p
→

叫

-

¢

山

野

A
-

b

打
}

+

声
”

→
F
e

C
O

ロ
t

e

ロ
t

O
代

印
P

巴
○

勺
づ
O

g
→
p

m
仏

-

¢

N

h

-

-

や
い

00
一

S
0
0

訂
-

句
○

冒
e

β

-

か

‥

呂
巴

･

〇

F

-

巴
00
.

な

か

で

も
､

宣
俸
研
究
の

形
で

の

マ

ス

･

コ

ミ

ニ
ー

ケ
ー

シ

ョ

ン

研
究

は
､

第
一

次
大
戦
後
､

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

に

お

け

る

フ

ァ

シ

ズ

ム

の

思
想
宣
俸
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賢
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橋論 叢 第四 十
一

巻 第 二 競 ( 8 0 )

に

野
庭
す
る

動
き
の

な
か

か

ら

生

れ

た

も
の

で

あ
っ

た
が
､

次
第
に

い

わ

ば

上

か

ら
の

組
織
的
支
援
に

よ
っ

て
､

非
常
に

活
潜
な

も
の

と

な
っ

て

い

っ

た
｡

そ
の

基
礎
的
な

研
究
と

し

て
､

J
P

訟
弓
¢
-

】
､

H
.

P
い

七
ヰ
O

p
P

笥

邑
p

→
e

O

け
n

首
仁
e

i

n

t

F
e

W
O

ユ
d

W
P
｢
､

-

¢

N

γ

ロ
0

0
b
)

W
∴

勺
の

笥
オ

5
-

○

叫
y

O
f

咄
ヰ
○

勺
P

管
ロ

d
p
-

-

£
汁

押
p

g
e

H

筈
ロ
ー

S

∴

七
イ
○

勺
P

唄
P

邑
p

→
e

O

F

n

首
ロ
e

訂
t

F
e

2
e

已

W
甲
｢
-

-

巴
∞
.

な

ど

が

あ

り
､

同
時
に
､

三

七

年
に

設
立

さ

れ

た

｢

宣
俸
分
析
研
究
所
+

→

訂
I

n
∽
t

芹

已
e

f

O

→

勺

3
p

品
P

ロ

d
p

A
ゴ
a
-

y

巴
払

の

よ

う
な

と
こ

ろ

で
､

よ

り

賓
際
的
な

研
究
も

す
す
め

ら

れ
て

い

っ

た
｡

こ

う
し
た

宝
俸
研
究
の

硯
鮎
か

ら
の

諸
研
究
は
､

社
食
鰻
制
の

危
機
が

深
ま

り
､

途
に

第
二

次
大

戦
を

迎
え

る
に

お

よ

ん

で
､

国
家
権
力
の

も

と
に

強
力
に
､

し

か

も

大
規

模
に

組
織
さ

せ

ら
れ

る

こ

と

に

な

る
｡

そ

う
し
て
､

マ

ス

･

コ

､
､

､

ユ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

と

い

う
概
念
と

そ
の

研
究
は
､

こ

こ

に

そ

の

確
立
の
一

つ

の

大

き

な

土

垂
を

も
つ

こ

と

に

な
っ

た

の

で

あ
る
｡

(

2
)

確
立

第
二

次
大
戦
が

勧
聾
す
る

と
､

政
府
内
に

戦
時
情
報
局

○

β
n

e

O
巾

弓
告
Ⅰ

口

許
→

ヨ
P
t

-

○

ロ
､

検
閲
局

○

諌
n

e

O
叶

C
e

計
○

記
E
p
､

ア

メ

リ

カ

大
陸
調
整
局

○

諦
○

①

○
他

t

訂
C
0
〇
･

邑
-

ロ

巳
e

O

f

H

已
e

ワ
A
巨
?

ユ
O

P

n

A

語
r

-

1
払
､

戦
略
情
報
局

○

諦
O

e

O
巾

∽
t

岩
t

e

惣
○

∽

実
ユ
O

e

な
ど

の

戦
時
コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

ズ

W
弓
ェ
】

ロ
e

C
O

ヨ

ヨ
一

昌
仙

O

P
t

-

○

ロ
の

の

組
織
が

つ

く

ら

れ
､

▲
こ

こ

で

各
個
別
メ

デ
ィ

ア

を

統
合

し

た

内

外
の

マ

ス

･

コ

､
､

､

ユ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

研
究
が

活
戟
に

行
わ

れ

た
､〕

四
二

年
に

は
､

マ

ス

･

コ

､

､

､

ユ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

と

い

う
用

語
を

冠
し

た
H
･

D

:
フ

ス

ウ

エ

ル

に

よ

る

｢

マ

ス

･

コ

､
､

､

ユ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

内
容
分
析
+

A
ロ

巴

笥
･

i

ロ

粥

t

F
e

C
O

ロ
t

e

n
t

O
f

呂
p
の

∽

C
O

ヨ

m
仁

2 .
〇

P

こ
O

n

と
い

う
小

さ
な
､

､

､

(

9
)

メ

オ

グ

ラ

フ

が

戦
時
コ

ミ

ュ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

分
析
部
で

出
さ

れ

た
｡

つ

づ

い

て
､

戦
後
に

か

け
て

次
の

よ

う
な

研
究
が

行
わ

れ

た

の

で

あ
っ

た
｡

｢
P

昌
乳
e
】

阜

勺
.

句
.

P
ロ

d

内
ロ

⊂

見
e

J

G
∴

C
O

日
吉
亡

n
i

O

巴
-

O

n
∽

声
e

綜
p

3
F

巴
)

P

I

已
e

→
ロ

a
t

-

○

ロ

巴

C
0
0

せ

ゐ

昌
t

i

O

n

ど
｡

已
F

e

S

色
e

ロ
O

e

O
f

呂
p

ロ

ど

t

F
e

W
O

ユ
a

C

ユ
巴
払

㌔

J
-

n
(

O

P

r

(

e

d
.

)

-

窒
山
㍉

∽

ヨ
芹
F
､

P
P
m
諏

弓
2
-

-

中

ロ

d

C
P

岩
ヨ

吋
r

O

甘
P

g
P

ロ

d
P
-

n
O

日
2
∈
】

㌣

O

a
t
小

○

ロ

P

ロ

d

勺
〔

旨
-

-

0

0

官
2 .
〇

ロ
､

-

空
か
.

後
者
の

論
文
で

は
､

マ

ス

･

て
､

､

ユ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

科
挙
と

い

う
こ

と

が

提
唱
さ

れ
､

こ

こ

で
､

｢

誰
が
､

誰
に
､

ど

の

よ

う
な

通
路
で
､

何
を
､

ど
の

よ

う
な

効
果
で

停
え

た

か
+

と
い

う
有
名
な
コ

､

､

､

ニ
ー

ケ

ー

シ

ョ

ン

分
析
の

定
式
が

打
ち

出
さ

れ

た

の

で

あ
っ

た
｡

こ

う
し
て
､

第
二

次
大
戦
に

お

け

る

戦
時
目

的

連

行
の

動

き

の

な

か

で
､

マ

ス

･

コ

､

､

､

ニ
ー

ケ

ー

シ

ョ

ン

研
究
は
､

停
達
の

主
髄
=

送
り

手
の

側
に

立
つ
､

い

わ

ば

政
策
科
挙

宮
-

i

｡

叫

S
O
-

e

ロ
0

2
仏

と

し

て
､

ま

ず

確

立
し
た
｡

し

か

し
､

こ

の

頃
､

ほ
と

ん

ど

同
時
に

よ

り

俸
達
の

客
僅
=

受

け

手
の

側
に

立
っ

て

行
う
研
究
が

現
れ

て

き
つ

つ

あ
っ

た

事
茸
は

見
逃
せ

な

い

も

の

が

あ

る
｡

そ
の
一

つ

が
､

四

四

年
三

月
､

シ

カ
ゴ

大
学
に

設
立

さ

れ

た

新
聞
自
由
委
員
禽

→
F
e

C
O

日

日
∽

∽

訂
n

O

n

句
→

e
e
(

ど
ヨ
○
巾

t

F
e

勺
→

e

設

に

よ

る

諸
研
究
で

あ

る
｡

こ

の

合
の
一

般
報
告
書
と

し

て
､

A

句

3
2

呂
み

声
2

葛
O

n
∽
i

丈
e

吋
1

2
の

∽
い

A

G
e

ロ
2

岩
-

河
e

p

弓
-

呂

呂
監
払

n
0

2
ヨ
仁

n

訂

巴
-

○

ロ
､

-

空
T

γ

J β0



凍て
′-
I

( 8 1 ) 研 究 ノ
ー ト

が

提
出
さ

れ
､

こ

の

合
の

研
究
者
達
は

そ

れ

ぞ

れ

左
の

よ

う
な

諸
研
究
を

費
表
し

た
の

で

あ
っ

た
｡

押
亡
t

F

A
.

Ⅰ

ロ
g
-

-

払

い

句
→
e

e
(

ど

m
O
巾

t

F
e

呂
○

ま
e
s
-

-

官
T

γ

弓
E
t

2
-

S

∴

→
F

e

A

目
e

ユ
O

P

ロ

河

乳
首
-

実
T

リ

H
0
0

打
i

日

野

W
.

巧
い

句

謡
e

d

O

ヨ

○
代

t

F
e

勺

諸
宗
､

-

空
T

リ

C
F

巴
2

2
､

P
J
↑

∴

G
O
く
e

→

目
e

已
p

n

仁

呂
P

設

C
O

ヨ
m
仁

2.〇
巴
-

○

ロ
､

-

¢

ヰ
N
.

こ

れ

ら

は
い

ず
れ

も
マ

ス

･

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

自

由
と

責
任
を

強
調
し
､

杜
合
致
育
の

重

要
性
を

説
い

た
｡

な

か

で

も
､

ホ

ワ

イ

ト
の

書

は

原
爆
時
代
に

お

け
る

マ

ス

･

コ

､

､

､

ユ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

責
任
を

訴
え
る

の

に

錬
い

も
の

が

あ
っ

た
の

で

あ
る
｡

こ

こ

に
､

マ

ス

･

コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

研
究
は
､

■
迭
.
り

手
側
と

受
け

手
側
と

い

う
い

わ

ば

階

級
的
な

立

場
と

鹿
角
を

異
に

し

た
二

つ

の

傾
向
を

よ

り

強
く

内
包
す
る

こ

と

に

な
っ

た
の

で

あ
っ

た
｡

わ

れ

わ

れ

は
一

つ

に

は
こ

の

茹
に
､

マ

ス

･

コ

､
､

､

ユ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

研
究
の

確
立

を

求
め

る
べ

き

だ

と

考
え

る
｡

こ

の

二

つ

の

傾
向
､

つ

ま

り
､

階
級
性
の

明
確
化
の

鮎

こ

そ
､

こ

の

研
究
分
野
の

社
食
的
意
義
の

大
き
さ

を

裏
書
き

す
る

も
の

だ

か

ら
で

あ
る
｡

四
し

㌔

年
以

後
現
れ
た

主
な

研
究
業
績
と

し
て

は
､

次
の

よ

う
な

も

の

が

あ

げ

ら

れ

よ

う
｡

造
り

手
分
析

-

A
叫
e
e
-

≦
1

p

∃
e

日
､

]

戸
い

C
→

○

芸
･

C
F
P
ロ

n
e
】

○
弓
ロ
e

詔
オ
ー

せ

○
巾

C
O

ヨ
･

m
仁

2.C
P
t
i

O

ロ

呂
e

巴
P

L
〇
一

岩
口

巴
i

∽

ヨ

め
ロ

買
訂
ユ
ゴ

ロ
e

O

+
空
T

や

望
◎

廿

日
甲
ロ

ロ

C
.

A
∴

河
野

巴
○
､

→
e
-

e

ユ
巴
○

ロ

P

ロ

d

S
0
0
-

e
t

y

こ
漂
〇
.

一
日

打
e
】

e

∽
､

A
∴

勺

已
)

-

訂

○

甘
2 .
〇

n

}

n

∽

○

ま
2
t

河

宏
∽
】

P
､

-

ま
〇
.

呂
O
t

t
-

勺
一

r
い

→

訂

Z
e

弓
∽

F

A
m
e

→

ど
P
-

-

漂
N
一

琵

琶
-

○

ロ
〉

G
∴

S
t

O
p

t

訂
七
ヰ
e

誤
M

-

ま
山
.

冒
朗

b
ロ
ー

戸

申
"

→

蒜
日

計
-

ロ

D

邑
叫

Z
e

弓

局

名
e

→

○

弓
ロ
e

→
∽

E
p

S

ぎ
〔

e

-

窒
u
.

J
O

亡
り

ロ

巴
訂

ヨ

の
仁

賀
t

e

ユ
¥

W
訂
t

e

→
〉

-

況
ゃ

C
F
a

宮
口
〉

S

∴

巳

監
∽

C
O

日
日
亡
ロ
ー

○

巴
}

○

ロ
､

-

ま
γ

内
容
分
析

-

｢
p
∽
∽

弓
e

亡
〉

H
.
P
ロ

ト

J
e

芹
e

∽
〉

‥

芦
い

O
t

巴
.

､

J

巴
-

g

岳
-的
e

O
代

勺
○
-

r

t
-

○

払
.

-

¢

阜

や

ロ
e

S

O
-

p

勺
0

0
】

い

2
t

巴
.

)

→
F
e

吋

ヰ
2

邑
g
2

勺

名
2

1
S
)

-

漂
N
･

ロ
e

蒜
-

∽

○

ロ
ー

甲
山

C
O

已
e

已

A
ロ

巴

忘
-

∽

-

ロ

C
O

冒
m
亡

n
i

c

已
i

昌

声
e
∽

e

P

3
F
〉

-

巴
N

.

受
け

手
分
析

-

｢
P
N

P

乳
e
-

♀

勺
.

句
∴

→
F
e

勺
e

O

旦
e

J
0

0

打

各

村

邑
-

○
-

-

空
T

P

J
a

賀
S

訂
】

d
-

ロ

ヮ

せ
e

詔
-

岩
ロ
､

出

p

ロ

仁

G
P

邑
e

t
-

芦
…

→

訂

勺
e

O

p
-

e
､

り

C
F
O

訂
e
-

-

望
丁

甲

H
p

ロ
d
e
】

-

J
.

A
∴

H
O
】

-

q

弓
0

0

P

r
0
0

打
∽

已
H

t

s

A
亡

巴
2

n
O

e
-

-

設
〇
.

S
e
】

d
e
払
-

G
∴

→
F
e

G

岩
已

A
仁

巴
e

n
O

e
〉

-

況
O
t

効
果
分
析

1

H
O

ユ
P

ロ

d
-

C
.

}

卜
β

ロ

邑
巴
n
e
-

A
.

紆

S

F
e

琵
e
-

d
-

勺
∴

E
粥
p
e

り

r

m
e

ロ
t

S

O

n

呂
P
S

∽

C
O

m
2
仁

n
-

O

P
t

-

○

ロ
}

-

望
T

や

H
O

ユ
甲
ロ

d
〉

C
.

L
a

n

n

昇
H
一

軒

田
e

亡
①

y
}

]

戸
…

C
O

日

日
仁

2 .
〇

巴
-

O

n

P

n

a

勺
e

記
仁

P

巴
○

ロ
､

-

巴
い
.

†

⊥

S
O

冒
p

ヨ
ヨ
ー

W
人
e

d

し
"

→
F
①

勺

3
0
e

設
p

ロ

8

日

欝
c
t

芸
巾

呂
P
∽
∽

乃

れ

〃

･∴
∵
L

叶
ト

〓

ト

.け
J

′〔
ト

..
【♪

誓礪

虹
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一

橋論叢 第四 十
一

巻 第 二 兢 ( 8 2 )

〔
○

日
日
亡

2 .

〇

P
t
小

O

n
)

一

茂
山
.

H
O

ユ
P

n

d
〉

C
∴

出
鞄
e
O

t

∽

O

f

叶

F
e

呂
P
∽

払

呂
e

e
P

O
h

n
O

m
巨
仁

2 .
.

〇

巴
-

○

ロ

∵
ロ

:

H
巴
己

ぎ
○

打

O
h

S
0

0
小

巴

吋

摺
C

F
O
-

○

的
u

斗
､

e

P

b
七

▲
P

J
-

n

d
N

e

y

-

況
♪

内
邑
N
-

E
.

甲
ロ

a

｢

監
p

乳
2
-

d
-

勺
.

巧
い

勺
e

り

筈
口

已

I

n
ロ

亡
e

ロ
O

e
､

.

-

¢

小

山
.

包
括
的
な

研
究

-

S
◎

F

昌
日
m
､

W
.

(
e

d
.

)

…

呂
a

琵

C
O

日

m
仁

已
○

巳
-

○
ロ
ー

一

望
や

せ
e

→
e
-

∽

O

n
-

声

a

ロ

a

-

P

n
O

n
-

t

♪

】

戸
山

河
e

邑
e

→

訂

セ
ロ

E
-

0

0

官
2 .
〇

ロ

p

ロ

み

C
0

2
日
仁

已
O

P
t
-

○

ロ
､

-

況
〇
.

せ
p
→

ロ
○

弓
〉

E
∴

呂
a

琵

C
0

2

m
日
日
ー

○

賢
-

○

ロ
､

-

況
中

ロ
○
的

P

ユ
ー

｢
"

→
F
2

A
g
e

O
代

→
e
-

e

ま
巴
○

ロ
､

-

茂
P

S
O

F
→
p

日
ヨ
､

≦
1

∴

声
e

∽

勺
O

n

巴

E
-

E
e

∽

F

呂
a
∽

∽

n
O

m
冒
亡

2 .
〇

p
.

t
-

○

日
-

-
心

坑
N
.

(

1
)

S

匂
e

e

d
}

J
.

P

∴
へ

D
O

Z
e

弓

馬
b

匂
e

⊇

宅
○

弓

G
i

d

d

叶

F
e

巧
e

弓
砂

～

｡

→
F
e

句
○

ヨ
ー

ヨ
ー

勺
○
】
.

如
く
一

句

や

冨
山

-
ご
ー
.

(

2
)

.司
妄
り

○

舛
､

P

勺
∴

｡

→

ど

A
m
2

ユ
O

P

ロ

Z
e

司
り

勺
出

匂
e

り
ー

A

警
仁
d

呵

-

n

∽
0
0
-

巴

勺
払
)

占
F

O
-

○
的

y
｡

A
日
日

巳
∽

○

〓
F
e

A
O

邑
e

m
叫

O
f

勺
○
-
]

巨
O

a
-

p

β

d

S
0
0

F
-

哲
-

e

ロ
O

e
-

d

d
-
.

如
く
H

-

-

ざ
〇
.

胃
.

訣

-
¢

N
.

(

3
)

W
≡
e

ヨ
】

芦
】

芦
い

→
F
e

C
e

仁

ロ
t

l

呵

Z
2

弓
∽

り
b

匂
e

り
､

-

諾
か
}

p
.

N
山
.

(

4
)

∽
F

わ
p

P

邑
)

≦
1

+
∴

七
仁

♂

〓
0

0
p
i

n
-

○

ロ

.
わ
ロ
ー

e

ユ
O

P

ロ

ー

○

喜
β

巴

○
代

幹
0
-

○
-

○

叩
y
､

-

苫
¢

-
-

〇
.

如
く
.

冒
.

宝
-
笠
.

(

5
)

民
巴
F
e

畠
〉

甲

C
∴
へ

h

A

哲
亡
〈

甘
O
f

P

Z
e

w

ぺ
○

詩
0
巴
-

ミ
､

→
F
2

H

ロ

d
e

p
e

日

計
U

ロ
t

-

く

○
-
.

H

｢

ま
ー

ー
､

p

ワ

∞

N

-
賢
.

(

6
)

C
0
0
-

e

七
-

C
.

H
∴

哲
○

岩
.

】

○
→

笥
2 .
N

巳
-

○

ロ
ー

一

芸
リ

セ

p

β

1
n

山
.

(

7
)

E
･

ヤ

ン

グ

は
こ

の

こ

と

を

新
し
い

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

手

段

→
F
e

Z
O

く
e
-

呂
e

P

n
仏

○
巾

C
O

m
ヨ
亡

已
○

巳
-

○

ロ

の

出

現

と

し
て

把
え

て

い

る
｡

ペ
○

亡

n

的
-

声
い

∽
○

ロ

3
e

ロ
0
0
村

.
訂
→

S

し
c

訂
】

吋

埼
･

〇

F
O
-

O

g

y

-

¢

N

γ

(

8
)

新

聞

農

本
か

ら
の

出

資
に

よ

る

中

波

放
選

局
の

数
が

放

送

局

組

敷
の

う

ち

に

占

め
る

割

合
は
､

一

九

三

〇

年

代

の

一

〇

年

間

に

一

五
･

八

%
か

ら

二

九

二

%
へ

と

増

加

し
て

い

る

と

さ

れ

る
｡

A
g
e
､

≦
1

.

声
…

C
づ
0

設
･

〇

F
P
ロ

ロ
e
】

O

w
n
e

→

班

F

甘

○
れ

C
O

ヨ
m
仁

ロ

ど
巳
i

O

ロ

巳
e

d

阜
-

○

喜
+

n

巴
-

∽

m

灯
仁
P

ユ
e
-

¥

ロ
①

〇
.

-

望
T

p

参

照
｡

(

9
)

四

〇

年
か

ら

四

五

年
に

か

け

て

の

こ

れ

以

外
の

研

究
と

し

て

は

次
の

よ

う

な
も

の

が

あ

る
｡

C
P

ロ
t

ユ
】

､

H
∴

→
F
①

I

n

く

P

巴
O

n

f

3
2

呂
a

岸
-

窒
〇
.

｢
a
N

p
S

訂
-

d
〉

勺
.

句
∴

河
p
d
叶

O

p

ロ

P

t

F
①

勺

ユ
ロ
t

e

一

句
月
叩
e

仏
､

-

苫
〇
.

W
P
p
-

e
s
､

D
∴

｡

C
O

m
日
仁

2 .
〇

賢
小

○

ロ
∽

㍉

A
.

-
.

∽
.

E
p
叫

-

窒
N
.

ロ
r

Ⅵ
d
→

S
.

托
∴

河
2
】
-

○

-

n

ノ

句
p

ユ
ど
ロ
e
､

-

窒
N
.

F
P
N

賢
才
-

d
〉

勺
.

句
.

p

ロ

ー

警
巴
-

t

C

n
-

句
∴

戸
山

持
M

乙
6.

声
e
払

e

p

言
F

-

望
T

N

-
い

ー

一

望
T

や

三

研
究
の

構
造

W
･

シ

三
フ

ム

は
､

マ

ス

･

コ

､

､

､

ユ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

研
究
の

構
造
に

闘

ヱβ2



( 8 3 ) 研 究 ノ ー ト

(

1
)

し

て
一

定
の

整
理
づ

け

を

試
み

て

い

る
｡

彼
は
､

権
威
主
義
=

全
鰭
主
義

と

自
由
主

義
=

個
人

主
義
の

二

分
法
に

よ

る

饅
想
を

軸
に

し
て
､

権
威
主

義
者
の

理

論
､

自
由
主
義
者
の

理

論
､

社
食
的
責
任
の

理

論
､

ソ

ヴ
ュ

ー

ト
･

コ

､

､

､

ユ

ニ

ス

ト

の

理

論
を

設
定
し

た
の

で

あ
っ

た
｡

こ

れ
に

た

い

し

て
､

わ

れ

わ

れ

は
､

マ

ス

･

コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

研
究
の

史
的
展
開
を

あ

と
づ

け

た

な
か

で
､

階
級
性
に

よ

る

研
究
構
造
の

ち

が
い

を

基
本
的
な

も
の

と

し
て

考
察
す
る

こ

と

が

で

き

た

と
こ

ろ

か

ら
､

つ

ぎ
の

よ

う
に
､

支
咄
と

被
支
配
に

よ

る

階
級
性
を

軸
と

し
て
､

研
究
構
造
の

ち
が

い

を

整

理
づ

け

る

こ

と
に

し
た
｡

ま

ず
､

支
配
階
級
の

立

場
か

ら

す
る

そ

れ

は
､

大
ま
か

に

云
っ

て
､

マ

ス

･

コ

､

､

､

ユ

ニ

ケ
ト

シ

ョ

ン

を

利
潤
獲
得
の

過
程
=

受
け

手
説
得
の

過
程

=

と

す
る

こ

と
に

特
徴
を

も
つ

と

把
握
で

き
る
｡

こ

こ

か

ら
､

マ

ス

･

メ

デ
ィ

ア

は
マ

ス

操
作
の

道
具
､

受
け

手
大
衆
は

メ

デ
ィ

ア

に

操
作
さ

れ

る

非
合
理

的
､

感
情
的
､

劃
一

的
､

受
動
的
な
マ

ス

と

み

る

論
理

が

生

れ

る
｡

ハ

ワ

ー

ド
･

ロ

ー

ソ

ン

が
､

ハ

リ

ウ
ッ

ド

の
一

支
配
者
メ

イ

ヤ

ー

の

こ

と

を

｢

彼
は

大
衆
を

心

か

ら

軽
べ

つ

し
て

お

り
､

観
客
は
い

く
ら

で

も

歎
す

こ

と
が

で

き

る
､

十
分
な

豪
撃
と

情
緒
を

も
っ

て

す
れ

ば
､

い

か

な

る

も

(

2

)

の

で

旦
買
り
つ

け

る
こ

と

が

で

き

る

と

信

じ

て

い

る
+

と

許
し
て

い

る

が
､

こ

れ
は

ま

さ

に

こ

の

支
配
階
級
の

論
理
に

他
な

ら
な
い

｡

一

方
､

被
支
配
階
級
の

立

場
か

ら

す
る

そ

れ

は
､

な

に

よ

り

も

今
日
の

マ

ス

･

コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

に

た
い

す
る

批
判
の

形
を

と

る

こ

と
に

特

徴
が

あ

る
｡

し

か

し
､

こ

の

立
場
に

よ

る

も

の

は

さ

ら

に

二

つ

に

分
れ

る
｡

そ

の
一

つ

は
､

W
･

リ
ッ

プ
マ

ン

や

C
･

W
･

ミ

ル

ス

ら
に

代
表
さ

れ

る

も
の

で
､

か

つ

て

財
産
と

教
養
が

あ

り
､

合
理

的
､

自
重
的
な

人

間

像
と

み

な

さ

れ

て

い

た

公

衆
を
､

現
代
で

は
マ

ス

と

し

て

韓
化
さ

せ
て

い

く
マ

ス

･

コ

ミ

ュ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

の

現
賓
の

メ

カ

ニ

ズ
ム

に

批
判
を

集

中

〔

3
)

す
る

傾
向
を

も
つ

も
の

で

あ

る
｡

こ

れ
は

し

ば

し

ば
マ

ス

･

コ

ミ
ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

性
格
批
判
(

た

と

え
ば

報
道
の

虚
偽
性
を
つ

く
)

や
､

機
能

(

4
)

批
判
(

た

と

え

ば

魔
醇
的
逆
作
用

口

寛
C

O
t
-

江
口

g

〈

甘
乳
ロ

n
O
t

-

○

ロ

を
み

ア

.

(

シ

ー

る

こ

と

で

受
け

手
の

政
治
的
無
関
心

化
を

批
判
す
る
)

の

形
を

と

る
｡

し

か

も
､

一

般
に
一

種
の

技
術
史
鼠
を

も
つ

こ

と

で

ぺ

シ

､
､

､

ス

テ
イ

γ

ク

な

杜
含
観
を

伴
う
こ

と

が

多
い
｡

さ

ら

に
､

こ

の

系
列
に

屈
す
る

理

論
は

客

(

5
)

観
的
に

は
､

C
･

W
･

､

､

､

ル

ス

の

云

う
要
り
に

出
て

い

る

中
間
層
の

立
場

に

た
つ

の

で
､

招
え

ざ
る

理

論
的
矛
盾
と

イ

デ
オ

ロ

ギ
ー

的
堕
落
の

危
険

を

は

ら

む
･
も

の

で

あ
る
｡

も

う
一

つ

は
､

努
働
者
階
級
の

立
場
に

立
つ

研
究
構
造
で

あ
る
｡

し

か

し
､

こ

れ

に

属
す
る

研
究
は
､

わ
れ

わ

れ
の

期
待
に

も

拘
ら

ず
､

ア

メ

リ

カ

に

お

け

る

階
級
闘
争
の

停
滞
性
を

反
映
し
て

ご

く

少
い

も
の

と

な
っ

て

(

6
)

い

る
｡

さ

ら

に
､

右
の

よ

う
な

研
究
構
造
を

も
つ

も
の

と

別
の

と
こ

ろ
で
､

一

見
何
の

階
級
性
も

帯
び

て

い

な

い

よ

う
に

み

え

る

諸
研
究
の

傾
向
が

存
在

す
る
｡

C
･

Ⅰ
･

ホ

ブ

ラ
ン

ド

で

代
表
さ

れ
る

よ

う
な

茸
験
心

理

学
的
ア

(

7

)

ブ
ロ

ー

チ

に

よ
る

研
究
が

こ

れ

に

あ

た

る
｡

こ

こ

で

は
､

マ

ス

･

コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

過
程
を

支
え

る

社
食
経
済
的
土

茎
を

捨
象
す
る

か
､

あ

る

い

は
せ

い

ぜ

い

他
の

要
因
(

た

と

え

ば

集
圃

過
程
や
パ

ー

ソ

ナ

リ

テ
ィ

ー

な

ど
)

と

等
贋
物
と

し

て

把
握
す
る

こ

と
で
､

し
か

も
､

迭
り

手
の

意
国

連
成
の

成
否
を

問
う
こ

と

を

目
ざ

し
て
､

個
々

の

過
程
が

検
討
さ

れ

る
｡

そ

の

研
究
成
果
は
､

今
日
､

量
的
に

も

最
も

大
き
な

も

の

と

な
っ

て
い

る
｡

J β3



ア賢
一

管郡■,準エア･革
もこさ

l

一 橋論叢 第 四十 一 巻 第 二 競 ( 8 4 )

椚

ぺ
:

■

恥

ノ

し
か

し
､

わ
れ

わ

れ

は
､

そ

れ

が

客
観
的
に

は
､

支
配
階
級
に

よ
る

研
究

構
造
と

重
な
り

合
い
､

階
級
支
配
の

メ

カ

ニ

ズ

ム

に

お

け
る

歯
車
の

役
割

を

果
し
て

い

る

現
葦
を

見
逃
せ

な
い

の

で

あ

る
｡

(

1
)

∽
O

F

→
P

m
ヨ
ー

≦
1

∴

押
e

∽

勺
○

ロ

乱

文
-

≡
e

三
日

呂

監
∽

C
O

日

日
仁

n

r

¢

巳
-

○

ロ
ー

一

茂
N
.

(

2
)

即
.

駈
.

｡

針
ス

ン

爾

｢

ホ

リ

ウ

ア

ド

の

内

幕
+

一

九
五

五

年
､

五

三

頁
｡

P
P

弓

岩
ロ
ー

J
.

H
∴

勺
こ

2

ど
t

F
e

出

巳
t
-

e

O
f

I

d
e

監
､

-

ま
N
.

(

3
)

呂
i

-
-

∽
-

C
.

≦
1

∴

→
F
e

勺
O

W
e

l

H
-

-

什

e
-

-

漂
♪

匂
p
一

N

諾
-
い

N

今

(

4
)

P
P
N

監
f
e
-

♀

ワ

句
.

p

ロ

ト

呂
e

ユ
○
ロ
､

内
.

∴
へ

呂
P

設

C
O

日
日
亡

ロ

㌣

○

巳
-

O

n
-

匂
O

p

已
P
H

→

監
t

e

P

n

n

O
コ
叫

P

2 .
記
P

S
0
0
-

a
】

A
c
t

-

○

ロ

｡

訂

呂
P
の

払

n
O

ヨ
ヨ
ゴ

ロ
ー

O

p
t

-

○

ロ
､

e

d
一

♂
Ⅵ

S
c

F
→
P

日
日
〉

W
一

-

空
T

p

(

5
)

○

巾
.

呂

≡
∽
-

C
.

弓
∴

W
E
t

e

C
O
-

-

0

1
-

-

漂
-

.

(

6
)

-
e

岩
ヨ
e

∽
-

く
.

1

∴

→

訂

ヨ
e

的

3

F

H
O
-
-

Ⅵ

弓
0

0

d

句
-
-

ヨ
､

-

¢

h

〇
.

｢
P

弓

答
n
-

-
.

H
∴

句
ロ

2

訂
t

F
e

出

已
t

-

e

O
f

I
n

訂
P
∽
〉

-

漂
N
.

P
P

宮
〉

→

河
e
∽

e

寛
O

F

A
s
∽

0
0
i

已
ど
n
∽
…

冒
P
ロ

○

勺
U
-

叫

T
O

d
P

¥

-

¢

u

〇
.

な

ど
ご

く

少
な
い

｡

(

7
)

H
O

ユ
巴

阜
C
.

}

｢
仁

ヨ
∽

d

巴
n
e
､

A
一

軒

∽

F
e

望
e
-

♀

句
∴

H

ヂ

p
e

ユ
日
e

n
t

∽

O

n

呂
P

訟

C
O

ヨ

m
仁

2 .
〇

巳
}

○

ロ
ー

一

望
T

p

が

そ

の

代

表

的
な

も
の

で

あ

る
｡

四

わ

れ
わ

れ

の

課
題
と

方
向

わ

れ
わ

れ

は
､

ア

メ

リ
カ

に

お

け
る

マ

ス

･

コ

ミ
ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

研

朗
一

.･▲

究
の

史
的
展
開
を

あ

と
づ

け

る

こ

と
で
､

ご

く

大
ま
か

で

は

あ
る

が
､

階

級
性
の

も

と

で

の

研
究
構
造
の

あ

り

方
を

把
握
し

た
｡

わ

れ
わ

れ

は
､

こ

こ

に
一

つ

の

研
究
祓
角
を

設
定
で

き

る

と

考
え
る
｡

し
か

し
､

ノ
さ

ら
に
､

ア

メ

リ

カ

の

諸

研
究
を

わ

れ
わ

れ

の

祀
合
に

お
い

て

生
か

す
た

め
に

は
､

ど

う
し

て

も
､

ア

メ

リ
カ

的
な
る

も
の

と

日

本
的

な
る

も
の

と

の

封
決
か

ら

生

れ

る

民

族
性
も

し

く
は

国
民
性
の

研
究
視
角

を

も

う
一

つ

設
定
し

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

の

で

は

な
い

か

と

考
え

る
｡

近
年
､

ア

メ

リ

カ

に

お
い

て

は
､

マ

ス

･

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

過
程

(

1
)

に

関
し
て
､

い

わ

ゆ

る
二

段
階
の

流
れ

が

指
摘
さ

れ
､

パ

ソ

ナ
ル

･

コ

ミ

ュ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

､

オ

ピ

ニ

オ

ン

･

リ

ー

ダ
ー

の

比
重

が

大
き

く

考
え

ら

(

2
)

れ
､

受
け

手
は

｢

責
一

化
さ

れ

た

不

定
形
な
マ

ス

で

は

な
い

+

と
の

反
省

も

起
っ

て

い

る
｡

そ

う
し
て
､

各
値
と

し
て
､

コ

､
､

､

:
一

ケ

ー

シ

ョ

ン

過

程
の

よ

り

細
密
な

把
握
と

教
具
分
析
に

際
し
て

の

條
件
づ

け
と
一

般
化
を

(

3
)

日
ざ

す
方
向
に

あ

る

と

み

ら

れ
る
｡

と

こ

ろ

が
､

日

本
で

は
い

ち

早
く
ア

メ

リ

カ

に

お

け

る
こ

う
し

た

研
究

方
向
と

成
果
を
､

ほ

と

ん

ど
そ

の

ま
ま

の

形
で

導
入

す
る

よ

う
な

乱

暴
な

研
究
方
法
も

現
れ
て

い

る
｡

た

と

え
ば
､

オ

ピ

ニ

オ

ン

･

リ
ー

ダ
ー
､

小

集
圏
な

ど

に

関
す
る

理

論
や

賓
駿
心

理

学
的
ア

プ
ロ

ー

チ

に

よ

る

成
果
の

直
接
的
な

適
用
が

こ

れ
で

あ
る
｡

ま
た
､

マ

ん

･

コ

､
､

､

ユ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

を
マ

イ

ナ
ス

の

シ

ン

ボ

ル
+

小

葉
圏
を

プ

ラ
ス

の

シ

ン

ボ

ル

と

す
る

単
純

で
､

機
械
的
な

把
握
法
も
そ

う
で

あ
る
｡

わ

れ

わ

れ

は

も

ち

ろ
ん

ア

メ

リ

カ

に

お

け

る

諸
研
究
か

ら

多
く
の

も
の

を

尊
び

と

る

必

要
が

あ
る

が
､

そ

れ

も

単
な

る

理

論
の

直
輸
入
に

ょ
る

る
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J & タ

の
■
で

は

な

く
､

階
級
と

民

族
の

視
角
と

方

法
設
定
の

な
か

で

新
し

く

畢
び

と

る

こ

と
が

必

要
な
の

で

は

な
い

か

と

考
え
る
｡

そ

う
し
て
､

そ

の

ば

あ

い

､

マ

ス

･

コ

ミ
ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

性
格
を
､

努
働
者
階
級
を

中
核
と

す
る

階
級
的
な
､

民

族
的
な

要
求
が

反
映

す
る

社
食
性
と

資
本
主
義
慣
制

に

ね

ぎ

す
商
品
性
と
の

矛
盾
関
係
に

規
定
さ

れ

る

も
の

と

し
て

把
握
す
る

こ

と
､

受
け

手
大
衆
を
マ

ス

化
と
い

う
よ

う
な

機
能
的

範
疇
か

ら
で

は

な

く
､

階

級
と

民

族
の

運
動
の

な
か

で

す
す
む

面
と

お

く

れ
る

面
を

も
つ
､

コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

活
動
の

圭
饅
と

し
て

歴

史
的
社
食
的
範
疇
か

ら

把

握
す
る

こ

と
､

こ

れ

が

そ

う
し
た

視
角
と

方

法
設
定
の

第
一

の

枠
組
と

な

る

の

で

は

な
い

か

と

考
え
る
｡

わ

れ

わ

れ

の

課
題
と

方
向
も

ま

ず
そ
の

鮎

か

ら

出
費
す
る

の

で

あ

る
｡

(

1
)

J
P
N

監
f

e
-

♀

勺
.

句
.

出
e

諾
-

∽

○

ロ
〉

甲

紆

G
P

ロ
n

わ
t

〉

H
∴

→
F
e

勺
e

O

p
-

e
〉

∽

C
F
O

ど
e
､

-

窒
∞
.

を

出

螢

と

し
て
､

呂
e

ユ
○

ロ
ー

甲

声
い

:

吋

巳
t

e

H
ロ
払

○

巾

H

ロ
ロ

仁
e

ロ
O

e

と

ど

P
P
N

監
訂
-

d
-

勺
.

句
.

P

n

d

S
t

P

宇

什

O
n
一

句
.

声
e
▲

軒
､

n
O

ヨ
ヨ
亡
ロ

㌻
已
-

O
n
∽

押
e

芳
a
→

旨
､

-

且
恥

ト
や

一

望
や

中
和

蒜
訂
○

ロ
ー

甲

声
-

｢

賢
覧
訂
-

み

ゃ

ワ

㌢
ロ

P

呂
○

吋

訂
e
】

ノ

声

芦
…

く
O
t

-

n

g
}

-

¢

笠
.

｢
P
N

P
∽

訂
-

d
-

ヮ

句
.

-

内
巴
N

ロ
"

勺
e

→

∽

q
ロ

巴

l

ロ

空
-

e

ロ
〔

♪

-

芝
山
一

で

貴
意

さ

れ

た
｡

な

お
､

R
巴
N
､

ロ
"

｡

→
F
e

ゴ
増

d
･

∽

訂
勺

ヨ
○

弓

C
れ

C
0

2

ヨ
ロ

已
○

巳
訂
ロ

㍉

七
日

E
-

0

0
p

訂
-

○

ロ

灯
仁

巴
･

t

e

ユ
¥

ノ
1

0
-
.

舛
舛
H

∵
∽

p

ユ
ロ

甲

-

諾
N
.

参

照
｡

(

2
)

句
ユ
e

d

岩
ロ

)
H
ご

O
t

∴

C
O

ヨ
m
亡

ロ
i

n

已
ど
ロ
∽

声
謡
2

賀
O

F

P

ロ

d

t

F
e

n
O

ロ
O
e

官

○
代

t

F
e

呂
P
∽

グ

A

m
e

→
.

S
0
〇

.

河
e

く
.

七

d
-
.

H

∞
.

-

ま
レ
.

匂

マ

レ

ー

い

-
山

-

ソ

(

3
)

内
】

P

宅
e

♪

ナ
い

ノ

句
F

賢
ノ
1

訂

内
ロ
○

弓

担
す
じ

ま
t

訂

E

哲
O
t

∽

O
f

呂

監
払

C
O

日

日
仁
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